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1. 研究の目的

私 は1954年 「家 庭管理能力 の測定につい て」と題し て

家庭管理能力 の測定 法の試案 を発表し， あわせて二 三の

予備調 査を試 みた。 また家 庭管 理は最終的 には家族 の幸

福 を増 進するものでなければな ら な い と考え,   1958年

「主婦 の家 庭管理 能力 と家族 の幸 福度との関係」と題し

て両者 の関係 の調査 を試 み， この測定 法につい ての妥当

性 をも論じ た。し かしそ の後も引続 きい ろい ろの面から

検討 をなし てい たが，今回あ る修正案 を得たのでこ こに

報 告し たい と思う。

2. 方　 法

先 に発表し た測定法と今回の修正案 とは測定因子の決

め方 など根本的 な考え方 にお い ては何ら異な る 所 はな

い。 ただ家庭管理 の客体 とし ての各資源 の分類と言葉 づ

かいを修正し たに過 ぎない。 また家族 の幸福度 との関係

につい ても前回 と同じ方法で行 なった。

3. 結　果

先 の測定 法におい ては測定因子は42であったが， 今回

は管理過程 として の行為 は前と同じ く６とし たが，管 理

の客体 として の資源を10 に分類整理し たので 測定因 子は

60 と な った。 また主婦 の家庭管理 能力 と 家族 の幸福度

との相関は前 のも のよ 財 日当高い結果 が出 た。こ のこ と

は被調査者 が前 と同一で ない欠点はあ るが， より妥当性

のあ るものになったと考え られはし ない だろ うか。


